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渡部 寅次郎 研究室  (1918年-1958年）	


1918年  早稲田大学理工学部　教 授	


1951年　同 工学研究科　教授兼任	


早稲田大学評議員　	

　　　　専門部工科機械工学科主任	


理工学研究所協議員	




難波 正人 研究室  (1942年-1974年）	


1937年  早稲田大学理工学部 教務補助	


1942年　同 助教授	


1957年　同 教 授　	


1946年〜1975年　　自動車部 部長	


1959年　　             電子計算室長　	


1960年〜1967年 	
第一理工学部長，評議員	


1962年〜1966年 	
大学院理工学研究科 委員長　	


早稲田大学商議員　	

早稲田工業高等学校機械科 主任	


早稲田大学産業技術専修学校	

　　　　    自動車整備技術専修　主任	




1942年の研究室風景（右から２番目　渡部先生、左から三番目　難波先生)	




勝田勝太郎氏「熱力学」ノート,	
  1942-­‐43年頃	




研究の流れ（1920年代）	

急激な爆発現象，気体流出に関する熱力学的考察，Eichelberg	
  先生の熱力学
講義ノート（1930年に文部科学省在外研究員としてドイツ・スイスに留学）	


	






　機械学会を中心にディーゼルエンジンの研究成果を次々に発表，高速ディーゼル機関の速度
限界，ディーゼルサイクルの解析，ディーゼルエンジンの燃料噴射ポンプ，噴射ノズルの諸問題，
内燃機関の吸込効率，空気過剰率，ポリトロープ指数の解析，自然科学史及び科学論の勉強	


研究の流れ（1930年代）	


SX33HP	
  新潟Diesel	
  engine	
  
3HP	
  単気筒実験用エンジン	

指圧線図，熱電対，動力計から，
ポリトロープ指数を算出	




１９３３年関　敏郎先生の卒業論文	




岩波新書　1936	
 岩波新書　1937	




研究の流れ（1940年代）	

1940年は引き続き次々に論文を発表。水冷気筒防蝕と伝熱問題， 表面焼き入れと伝熱問題，弾
性流体などが行われる．	
  
1942年に難波研究室，	
  1943年に関研究室が誕生する．	


水冷気筒防蝕の一方法における伝熱の問題,	
  1940	




弾性流体の流れと波動,	
  1940	




その後，戦争の影響が感じられる。 焼玉エンジン，国産燃料噴射ポンプ指導のための性能テスト
（ベンチマークはボッシュ），陸軍からの委託研究として，噴射弁，噴孔，バルブの調査），低質燃料
（アセチレン，木炭，石炭，コーライトガス），燃料噴霧の発達過程，国産ディーゼル自動車試験，低
質燃料使用内燃機関と電気点火装置，自動車術会における自動車の性能調査	




*	
  S19年	
  :	
  1944年	




S21年(1946）の大学院研究計画書	


勝田勝太郎氏，北出浩三氏，齋藤 孟氏	




　1940年　軍からの委託研究	


　本資料は，軍用車両用のエンジンの性能試験の研究資料である．主に，各負
荷条件での性能試験と，日立製・ボッシュ製の燃料噴射弁をそれぞれ使用した
際の性能試験・比較が行われた．	




ディーゼル用インジェクター　噴霧連続写真（年代不明）	


左図：ボッシュ製インジェクターの噴霧をとらえた連続写真	
  
右図：インジェクター（詳細不明）の噴霧の連続写真を条件違いで撮影している	


※どちらも写真は抜粋	
  



噴口製作精度を示す拡大写真，1941	


噴口第1号	
 噴口第2号	
 噴口第3号	
 噴口第4号	


噴口第5号	
 噴口第6号	
 噴口第7号	
 噴口第8号	






•  自動車機関のヘッセルマン化，噴射ポンプの噴射遅れ，可変
圧縮比機関を用いた機械効率算出式，エンジンの振動、架構、
溶接、モデル機関による内燃機関架構溶接の基礎的研究，シ
リンダライナーの磨耗，渡部式エンジン，馬力修正式，吸排気
脈動，電子顕微鏡を用いた摩耗，過給機，（ビニールによる）
フィルター，原子力の勉強，自然科学史及び科学論の講義，
燃焼過程と連鎖反応の勉強　	
  

•  1955年に斎藤研究室が誕生する．	


研究の流れ（1950年代）	




　本資料は，エンジンを支持する溶接架構の振動や破断について実験，計算を行った
際の研究資料である．本研究では，モデル機関を用いた内燃機関架構溶接の基礎的
研究を行っていた．実測した振動から架構に加わる破断時の応力を求めている．	
  
	


機関架構構造と振動	
  (1954年)　	




　難波先生には機械工学科の講義では 「測定工学」 を受講。	

 卒業時の論文テーマはその年「金属疲労の磁気的測定」しかなくこれを選択。電気
工学科を卒業し機械科に学士編入された2人の方と３人で取り組みました。試験材に
「繰返し荷重」をかけ微妙な磁気変化を捉え「疲労度」を判断するものです。微妙な磁
気の変動を測定するので、真空管を用いた精密磁力計（バルボルと呼んでいました）
の作成からはじめて、均一な材質のテストピース数十本を用いた。当時は校舎も手
狭で、先生の机の脇のテーブルや図書館を利用し、計算尺とタイガー計算機でデー
タ整理にあたりました。余裕ある研究室で最新の設備で研究できる現在の学生は幸
せと思います。	

　学部1年生から自動車部と自動車工学研究会に所属し難波先生、関先生のご指導
を受けました。自動車部では2年生後半から車両委員4年では主務を仰せつかり、
フィギュァ選手も兼ねていたので学部授業と部活動半々の生活でした。	

　難波先生は当時上野桜木町に住んで居られ私は御徒町でしたので屡々（しばし
ば）お邪魔した思い出があります。	

　渡部寅次郎先生にも何かと面倒を見て戴きご自宅にも招かれご夫妻の本格的な謡
曲を拝聴し正月料理をご馳走になった記憶があります。	

　就職は、先生が文部省の研究補助で行った「ヘッセルマン機関」を東京都営バスが
試験導入（昭26年）した経緯で技術顧問をされていた東京都交通局に推薦していた
だきました。	

　関先生とは現職（交通局）時代に自動車計測機器を検討する技術委員会で同席す
る機会がありました。その折先生の主宰される「不羨会」入りを奨められお付き合い
していましたので「関研究室」にも私の名前が登録されていたようです。	

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　	
  
	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  久保田喜美雄氏(	
  1958年難波研究室卒業）	


難波研究室の思い出（1958年）	




1.  速度限界	
  

2.	
  サイクルの解析	
  
　(ポリトロープ指数の解析)	
  
	
  
	
  
3.	
  燃料噴射ポンプ	
  	
  
	
  
4.	
  噴射ノズル	
  
	
  
	
  
	
  
5.	
  内燃機関の吸込効率	
  
	
  
6.	
  空気過剰率推算	
  
	
  
	
  
7.	
  粗悪燃料対策 	


焼玉エンジン	
  

国産燃料噴射ポンプ指導のための性
能テスト（ベンチマークはボッシュ）	
  

陸軍からの委託研究として，噴射弁，
噴孔，バルブの調査	


低質燃料（アセチレン，木炭，
石炭，コーライトガス）	
  

燃料噴霧の発達過程	
  

国産ディーゼル自動車
性能試験	
  

低質燃料使用内燃機関と電気点火装置	
   ヘッセルマン化	


噴射ポンプの噴射遅れ	


エンジンの振動、架構、溶接	


シリンダライナーの磨耗	


渡部エンジン	


吸排気脈動	


馬力修正式	


機械効率算出式	


過給機	


原子力	
自然科学史	


燃焼過程と
連鎖反応	


各種センサーの開発	


難波研	


関研	


斎藤研	


斎藤研	


渡部研から，難波研，関研，斎藤研へ	


斎藤研	


斎藤研	


斎藤研	


1930年代	
 1940年代	

1950年代	






熱機関体系月報（第8号）より	




Snapshots	
  	
  (渡部 陽氏ご提供）	






　本資料の作成にあたり，次の方に資料をご提供いただき
ました．ここに記して謝意を表します。 
 
  渡部 陽 氏             （スナップショット, 原稿，図等） 
  勝田正文 教授　   （写真と渡部研資料）　 
  久保田美喜雄氏　（難波研の当時の様子） 
  周 蓓霓 講師             (噴霧関連の書類の整理） 
 
また，資料整理を手伝ってくれた 草鹿研修士１年生諸君 
　 
  井上　遼哉君　　　許斐 俊輝君　　　鈴木 敬也君　 
  竹内 一稀君　　　  森元 渓君　　　 　八幡 萌君　 
  横田 圭祐君 

謝  辞 


